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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・10/21（日）グループホームで避難訓練を実施予定。入居者で精神症状等に変化があった際には都度情報提供いただけるとのことです。

・12月にクリスマス会、12/31～1/3は年末年始の行事予定となっています。担当者は日時の調整や企画書の作成に早めに取り掛かり、1か月前には企画書の決裁が下りるように準備をお願い致します。
・年末年始の大掃除は1/19（土）を予定しています。利用者様の下駄箱やロッカーの清掃はプログラムで取り組むことが出来るように例年通り12月に企画してください。
・鳥谷部Nsが訪問看護に行く日が増えます。それに伴い、デイケア等の業務の仕方について皆さんにメールを送っていますので確認してください。
・疾患別診療計画書ですが、退職した職員の名前が記載されていることがありますので、今一度書類の確認をしてください。
・WIZのスケジュールの入力をするようにお願いします。

＜提出期限＞

・10/15（月）朝まで：医療福祉学会発表用パワーポイント

＜研修案内＞
・10/21（日）13：00～16：00認知症フォーラム
　テーマ：「これって認知症？～認知症と間違えやすい病気～」　講師：深澤Dr.
　場所：八戸市総合福祉会館　2階多目的ホール
・10/24（水）、10/31（水）17：30～18：30　場所：4階メモリアルホール
　テーマ：｢感染対策(インフルエンザ・ノロ)｣　

講師：佐藤　志穂 (感染対策管理委員会 委員長)
・10/25（木）17：15～　看護グループ内研修
　テーマ「精神科現場における暴力対応」　場所：病院2階会議室　講師：成田Ns

・10/27（土）14：00～15：30こころすこやか財団　講演会

テーマ：「障害者だって年をとる」　場所：こころすこやか会館

・11/3（土）医療福祉学会特別講演　第5回法人研修

テーマ：「富山型デイサービスについて」

・11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

　「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

　10：00～15：00

・12/9(日)9：30～16：00　臨床精神医学研究会
　場所:コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）

＜外来患者様情報＞
・板橋　雅勝様～本日採血実施。デイケアには行っている。食欲、睡眠問題なく、体調不良もなし。母も元気であると。寒くなってきたので風邪ひかないように注意するよう伝えている。処方継続。
・古舘　ヨリ様～食欲、睡眠問題なし。体調不良もないとの事。怪しい人はいないと話す。グループホームの人たちとも問題なく過ごしている。ご飯の計量も継続している。処方継続。
・寺地　徳和様～青山荘より情報提供あり。服薬は問題なく服用している。体重は49.0ｋｇ　エンシュアリキッド処方継続希望。当番に遅れる事あり、声掛け要している。嗜好品はスタッフ管理。火曜日、八戸赤十字病院受診し採血実施してきた。10/23の火曜日に結果を聞きに行く。掃除は時間がかかるがきちんと出来ていると。デイケアにもきちんと通所している。処方継続。
・下苧坪　康一郎様～最近の様子としては、9月末頃に盛岡の方にバスで一人で行く事があった。父親にも話さずに行ったことで、病院に問い合わせがあったが、カプセルホテルに泊まって翌日に帰ってきている。薬はその時は飲んでいなかったが、とくに精神症状の悪化は無かったようである。ただ、薬を飲んでいたほうが幻聴は少なかった、という事は話している。診察時の状態も落ち着いている。アリピプラゾールOD（6）中止、ロナセン（8）１T、FK散３P追加処方となっている。
・久保　興介様～最近の状況としては、9月末に家の中で、母親に暴力を振って、父親に対して被刺激的となって、刃物を持ち出す素振りも見せることがあったようである。親からは入院も希望されていたが、その後は特に、不穏なようすは目立たなかったようである。本日診察時は、大体落ち着いているが、幻聴症状は多少強くなってきた感じもある様だ。夜間睡眠は取れていた。親との会話の中で「共通点が無い」ことで自分の事を分かってもらえないとか、自分が意見を求めて返ってこなかったりするといった不満が積み重なっていたと話している。ハローワークにこれから通おうと思っている。就労支援を勧める。
・森田　清助様～最近の様子としては、バスから降りたときなどに一瞬であるが、動けないような時があったという。他は体調面では問題はないという。夜間睡眠は十分とれている。食事もとれていた。ラピアで殆ど買い物はしていた。精神症状面では欠陥症状も特にめだたずに、疎通も落ち着いて取れている。処方継続。
・市澤　信行様～最近は大体、落ち着いている事が多かったという。デイケアにも来れていた。今回も参加者が多くはなかったという事で割に楽に過ごせていたらしい。周囲の人にも慣れてきた感じは、スタッフ中心にあるという。友人はあまり来なくなっているようである。夜間睡眠は少し足らなくなってきたという。身体面で、やや排尿時の石が出た事があったという。処方継続。
・田端　香織様～9日に、赤十字病院消化器科を受診していたが、検査をして腸閉塞は否定的であったという。内科的に原因ははっきりしたものは無かったと言われている。対症的にラキソベロンやプリンぺランなど処方がされている。しかし、まだ吐き気があるが軽減はしてきた。食事はまだ量が少ない感じであるという。熱発は無かった。今回、当院では元の処方に戻していく方向で考えて、アリピプラゾールは抜いていただいて、クエチアピン、レキサルティ、NEソフトを加える。
